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高齢者や障がい者など、移動が困難な人の移動手段の確保は、社会の重要な課題の一つです。歩行機

能が残存している人に対しては、予防医療・介護予防の観点や生活の質・人間の尊厳の観点からも、必
要な範囲内で歩行をアシストする装置の開発や普及が望まれます。本稿では、柴田研で進めている、装
着型歩行アシスト装置と歩行器中心ヘルスケアシステムの研究を紹介します。

（1）装着型歩行アシスト装置の研究
動作が緩慢になりすくみ足もある、手漕ぎ車椅子ではゆっくりとしか移動できないパーキンソン病患

者（PD患者）は足漕ぎ車椅子で高速に移動することができます［1］し、元気に自転車に乗ることがで
きる患者もいます。すくみ足はPD患者の生活の質を大きく損ねるため、我々は、歩行の際に自転車を
漕ぐような作用を患者に与えることを狙って、歩行アシスト装置を開発し、PD患者による実験によっ
て、いくつかの歩行指標の改善を確認しました［2］。さらに図1に示すようにシステム全体の小型軽量
化（重量742g）や安全性のためインソール型力センサの無線化を進めつつ、すくみ足のあるPD患者で
の効果検証を行っています（図1）。PD患者である被験者は、我々の開発した歩行アシスト装置の他、
歩容を計測するための衣服型モーションキャプチャ（（株）Xenomaのe-skin）、また万が一すくみ足か
ら転倒した場合に衝撃緩和するための受動的な装置（サンヨーホームズ（株）の寄り添いロボット）を装
着して実験をおこないました。蛇行経路ですくみ足が多発した被験者について、一定距離を歩行した際
に、歩行アシストをすると、しない場合に比べて歩行時間、歩数、すくみ足すべてが大きく減少する傾
向（すくみ足の改善傾向）がみられています。今後、より規模の大きい実験を行って、歩行アシスト装
置の有用性を示したいと考えています。

（2）歩行器中心ヘルスケアシステムの研究
自分の両足だけでは歩行安全性が確保できない段階に入った場合、健康長寿のためには、できるだけ

車椅子でなく歩行器を用いることが良いことが分かっています［3］。既製品のアシスト歩行器は存在し
ますが、高齢者は自分の選んだ福祉用具に、取り回しやデザインなどの観点からこだわりが強いことも
知られているため、既存の歩行器をアシスト化するアプローチが重要と考えられます。また、歩行器を
アシスト化すれば、多少の電池、コンピュータ、センサなども搭載することができるため、運動支援面
だけでなく、ヘルスケアモニタリングをするシステムと捉えることができます。また、前述（1）で紹介
した歩行アシスト装置は、ガスが30分程度しかもたないため、空気圧コンプレッサを搭載可能な歩行
器と共に使えばより長く生活で用いることができます。そこで我々は、歩行器中心ヘルスケアシステム

（図2）の開発を進めています ［4］［5］。
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図1　 （左）人工筋肉を用いた小型軽量の歩行アシスト装置、（右）すくみ足のあるPD患者に対する実験の様子

図2 　歩行器中心ヘルスケアシステム
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